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湖 福 第 ２ 号  

令和６年(2024 年)４月 12 日  

 

行政事務取扱委員  様 

 

湖南市長 生 田 邦 夫   

                         （ 公 印 省 略 ） 

 

避難行動要支援者名簿および個別支援プランの提供について（依頼） 

 

 

 平素は、本市福祉行政に格別のご指導ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、市では災害から身を守るために支援が必要な人（避難行動要支援者）の名簿

を作成し、個別計画の作成を進めております。個別計画は、災害が発生し、または発

生するおそれがあるときに要支援者を誰がどのように避難支援するかを、地域の特性

や実情を踏まえつつ安全に避難できるよう具体的に計画するものであることから、

区・自治会や民生委員の方々など地域の皆様のご協力をお願いするところです。 

つきましては、各行政事務取扱委員様にはお渡しさせていただく時点での最新の名

簿および個別支援プラン（計画未作成者含む）を提供いたしますのでご確認いただく

とともに、未作成や空欄箇所のある個別支援プランについては記載していただき福祉

政策課までご提出いただきますようお願いします。作成済の個別支援プランについて

も年１回修正箇所がないか確認いただき、修正していただいた場合は福祉政策課まで

ご提出いただきますようお願いします。（名簿提供及びプラン作成を依頼させていただ

く対象者には、あらかじめ市から避難支援関係者（地域等）への個人情報の提供およ

びプラン作成にあたって訪問等をされることへの同意をいただいております。） 

また、民生委員・児童委員様にも同様のものを後日提供させていただくことを申し

添えます。 

  

 

 

 

問い合わせ先 

湖南市健康福祉部（東庁舎） 

福祉政策課 福祉総務係 岩本・高原 

TEL ７１－２３２７ 

FAX ７２－３７８８ 

Mail fukusei@city.shiga-konan.lg.jp 
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令和６年度避難行動要支援者名簿（以下「名簿」）と個別支援プラン（以下「プラン」）

の受渡しについて 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．プラン未作成や空欄箇所のある方については、できる限り次回の湖南市地域代

表者会議までにプランを作成し福祉政策課へ提出していただきますようお願いしま

す。（随時受付けます） 

２．湖南市地域代表者会議の際、今までの登録者に加え、新規登録者、死亡、転出、

施設入所等を反映した最新情報の名簿を福祉政策課から行政事務取扱委員様へ

お渡しいたします。 

３．第２回代表者会議以降の名簿提供については、前回から掲載者情報の変更があ

った場合のみ最新の名簿をお渡しさせていただきます。 

  

第１回 

代表者会議 

福祉政策課：最新情報の名簿とプラン（様式）を提供 

行政事務取扱委員様：今まで受領した名簿とプランを全て返却 

・
・
・
・ 

福祉政策課：最新情報の名簿と新規の名簿登録者がある場合は

プラン（様式）も提供 

行政事務取扱委員様：作成したプランを提出 

福祉政策課：最新情報の名簿と新規の名簿登録者がある場合は

プラン（様式）も提供 

行政事務取扱委員様：作成したプランを提出 

第２回 

代表者会議 

第３回 

代表者会議 
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湖南市地域代表者会議ごとに最新の名簿をお渡しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時受付けます。直近の湖南市地域代表者会議でお渡しします。 

行政事務取扱委員様 

 

名簿 

福祉政策課 

 

名簿 

行政事務取扱

委員様 

新規作成・修正した 

プランのみ提出 

福祉政策課 

システム入力したプラン 

提供 
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＜参考＞「避難行動要支援者（個別支援プラン）の作成につ

いて」 
 
 
個人情報提供同意確認から名簿作成の流れ  
 
 
   住民基本台帳情報、身体障害者手帳情報、精神障害者保健福祉手帳情報、

療育手帳情報、介護認定受給者情報を基に、「避難行動要支援者リスト（す

べての対象者）」の作成 
 
 
 
  「避難行動要支援者リスト」の中から個別支援プラン策定対象者を抽出し、

その年度に新たに対象となった人および前年度不同意の人への同意確認 
○同意書の提出あり 
 ⇒ 避難行動要支援者名簿へ登録し、平常時より区・自治会、民生

委員等と情報を共有 
 
○同意書の提出なし（不同意の意思表示あり） 
 ⇒ 避難行動要支援者リストには登録し、災害時のみ区・自治会、

民生委員等へ情報を提供 
 
 
 
   区・自治会、民生委員等へ避難行動要支援者名簿を提供し、個別支援プ

ランの作成を依頼（同意者のみ） 
 
 
 
   作成済（変更・修正分を含む）の個別支援プランを提出 

（行政事務取扱委員様⇒福祉政策課） 
   行政事務取扱委員様から提出された個別支援プランをシステムに入力 
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 個別支援プランの作成について  
 
要支援者本人が提出した個別支援プランや面談を基に、個別支援プランの作

成をお願いします。 
 個別支援プランの作成は、「どのような支援が必要か」「避難経路は」「避難支

援に必要なものは」などを記入することにより具体的な支援を行うことを目的

としています。個別支援プランは避難の一助となるものですので、可能な範囲

で作成をお願いします。 
 
避難行動要支援者名簿とは 

 

避難行動要支援者名簿とは、平成 25 年６月の災害対策基本法の改正により、

市に作成が義務付けられたもので、高齢であったり障がい等のために災害時に

自力での避難が難しく、避難に特に支援を必要とする人で、家族等による必要

な支援を受けることができない人(施設等に長期に入所している方は対象にな

りません。)を登録するものです。 

この名簿を区・自治会、民生委員・児童委員、社会福祉協議会や消防署等の

避難支援等関係者に情報提供することで、いざという時に円滑かつ迅速な避難

支援や安否確認を行っていくことを目的としています。 

 

名簿等の取り扱いについて 

 

登録名簿等につきましては、下記（１）～（４）の点に注意の上ご活用いた

だきますようお願いします。 

 

（１）この名簿は、要支援者の災害時の支援および日頃の見守り活動にご活用

ください。 

 

（２）名簿の保管には十分注意していただくとともに、関係者のみでの情報共

有としてください。 

 

（３）役職を交代されたときは、後任の方に確実な引継ぎをお願いします。 

 

（４）名簿の更新や、保管の必要がなくなった場合は市へ返還してください。 
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特に把握したい項目です
緊急時の連絡先：（例）避難行動要支援者の状況を伝える必要がある方

（親戚など）

特に把握したい項目です
安否連絡者：（例）ふるさと防災チームで安否確認の役割を担う方

近隣住民：（例）避難行動要支援者が避難する際サポートする方

写真は必須では

ありません
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特に把握したい項目です

特に把握したい項目です（例）手話通訳必要 筆談必要

特に把握したい項目です（例）目を離すと違う場所に移動してしまう

特に把握したい項目です（例）補聴器の電池が必要

（例）

下肢に障がいがあるため、歩行補助

が必要

引きこもりのため、避難の声かけ、付

き添いが必要（精神障がい児者の場

合、歩行可能、運転可能の方もい

らっしゃいます）
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避難行動要支援者名簿（以下、「名簿」）・ 

個別支援プラン（以下、「プラン」）作成 Q&A 

 

Q１.個別支援プランを作成する根拠は何か。 

A１.避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針（H25.8 内閣府）が根

拠となっています。 

 

Q２.プランの作成は誰から誰に依頼されるものなのか。 

A２.市が各区（自主防災組織）に作成を依頼させていただくものです。 

 

Q３.どのような方が名簿に挙がっているのか。 

A３.別紙「湖南市避難行動要支援者名簿作成にかかる個人情報提供の同意につ

いて」に記載されている条件で抽出され、かつ、情報提供同意確認書に「同

意」で返信いただいた方です。 

 

Q４.プラン作成対象者の世帯状況はどのように把握しているのか。 

A４.住民基本台帳情報の「世帯番号」を取得し、把握しています。対象者と同

一住居に住んでいながら世帯を分けている場合や、前住所から住民票を移し

ていない転居者が対象者と同居している場合は、提供させていただいた世帯

情報と、生活実態が合わない場合もあります。 

 

Q５.同居者がいる場合はプラン作成対象者から外れるのか。 

A５.現時点では、「世帯条件」を設けているため、原則 75 歳未満の障がいをお

持ちでない方や、介護認定を受けていらっしゃらない方などが同居している

場合は、同意確認の対象外とさせていただいております。 

  ただし、最終的には「世帯条件」を無くすことから、同居者がいる「同意

者」についてもプランの作成をお願いするとともに、引き続き名簿に記載さ

せていただくことをご承知ください。 

 

Q６.なぜ湖南市ではプラン作成対象者の抽出に世帯条件が設けられているの

か。 

A６.障がいをお持ちの方や要介護認定を受けている方であれば、世帯条件に関

わらず避難することが困難であると想定されますが、その中でも特に困難が

予想される方からプランを作成することを目的として設けさせていただいて

います。今後プラン作成の進捗により世帯条件は無くしていきます。 
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Q７.区未加入の人もプラン作成をしなければならないのか。 

A７.未加入の人についてもプラン作成をお願いするとともに、対象者の方に地

域とつながりを持っていただくことで平常時の見守りや災害時の避難の助け

となることを認識していただき、区加入の機会としていただきますようお願

いします。 

 

Q８.協力員欄には行政事務取扱委員や民生委員・児童委員の名前を入れないと

いけないのか。 

A８.風水害など、ある程度先を見越して災害対応ができる場合は、行政事務取

扱委員さんや民生委員・児童委員さんが動ける場合もあるかと思いますが、

地震など突如の発災の場合には、複数人のプラン作成対象者に対応すること

は困難になると予想されます。このため、近隣の協力者を見つけ記入してい

ただくことが理想と考えています。 

 

Q９.プランは毎年提出しなければならないのか。 

A９.既にプランを作成していただいた方については、変更点が無ければ提出し

ていただく必要はありません。 

 

Q10.名簿の人員が変更となるのはどのような場合ですか。 

A10.減るときはプラン作成対象者が、亡くなられた場合、区域外や市外へ転出

した場合です。増えるときは新たに同意者が増えた場合です。 

 

Q11.名簿記載者が施設入所や病院へ入院した場合はどうしたら良いか。 

A11.状況を把握次第、お手数をおかけしますが行政事務取扱委員さんから福祉

政策課までご連絡いただきますようご協力をお願いします（電話で結構で

す）。 

 

Q12.プラン作成対象者が亡くなられた時や転出した場合は福祉政策課に連絡し

なければならないか。 

A12.住民基本台帳情報とシステム連携しており各種届を把握することができる

ため、連絡していただかなくても問題ありません。 
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Q13.プランの全項目を埋める必要があるのか。最低限必要な情報は何か。 

A13.プランの作成手法については、市で把握している情報及び本人・家族によ

って記入されたプランを基本として、未記入の部分や実際の支援を想定した

場合において、さらに情報が必要と思われる部分等を地域の支援者が補足的

に記入いただく形で進めていただければと考えています。また、災害に備え

「どこに」「誰と」「どのように」避難するのかが重要となりますので、可能

な範囲で「避難場所」「避難支援者」「避難方法」についての記入をお願いい

たします。 

 

Q14.名簿に記載されているすべての対象者に区長が訪問・面談等を行う必要が

あるのか。 

A14.現在、名簿に記載されている方は対象者のみ世帯又は対象者と高齢者のみ

の世帯が中心であり、比較的、支援の必要性が高い方となりますので、可能

な限り、プランの作成をお願いしたいと考えておりますが、作成主体は区長

様に限らず、民生委員様や自主防災組織として作成いただくことも可能で

す。また、対象者が多く全員の訪問等が難しい場合は、対象者本人の心身状

況に加え、社会的孤立度やお住いの地域の災害リスク等を考慮して、比較的

優先度が高いと思われる方から作成いただくようお願いいたします。 

 

Q15.区長と民生委員のどちらが主体となってプランの作成を行えばよいのか。

また、区長として関われない自治会未加入の方の場合はどうするのか。 

A15.作成の主体は必ずしも区長様である必要はなく、上記 Q14 に対する回答の

とおり地域の実情に合わせて、関係者と協力のうえ作成を進めていただきた

いと考えており、自治会未加入の方については民生委員様が担当するといっ

た方法をとっていただくことは問題ありません。ただし、プランの集約や市

への提出は区長様を通じてお願いいたします。 
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